
6

２
０
１
６
年(

平
成
28
年)

11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報　

第
３
種
郵
便
物
認
可

教材活用シリーズ　  第 94回
☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

『
Ｑ

－

Ｕ
』
と
『h

y
p
e
r
-

Ｑ
Ｕ
』
の
紹
介

は
じ
め
に

　

Ｑ

－

Ｕ
（Q

U
E
S
T
I
O
N
N
A
I
R
E

－U
T
I
L
I
T
I
E
S

）
は
、
児

童
生
徒
の
心
理
的
な
側
面
を
、
質
問
紙
法
を
用
い
て
調

査
し
、
そ
の
結
果
か
ら
児
童
生
徒
理
解
を
深
め
る
も
の

で
す
。
早
稲
田
大
学
・
河
村
茂
雄
教
授
に
よ
り
作
成
さ

れ
た
も
の
で
、
現
在
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連
す
る
書
籍
も
数
多
く
、

入
門
書
か
ら
解
説
書
、
さ
ら
に
は
実
践
事
例
集
ま
で
、

数
多
く
の
書
籍
が
公
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
．
Ｑ

－

Ｕ
とh

y
p
e
r
-

Ｑ
Ｕ
に
つ
い
て
の
基
本
的
理
解

　

Ｑ

－

Ｕ
は
、
学
級
満
足
度
尺
度
と
学
校
生
活
意
欲
尺

度
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、h

y
p
e
r
-

Ｑ
Ｕ
は
、

こ
れ
ら
２
つ
の
尺
度
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
尺
度
が

加
わ
っ
て
い
ま
す
。

１ 

学
級
満
足
度
尺
度

　

学
級
集
団
が
児
童
生
徒
に
と
っ
て
い
ご
こ
ち
の
よ
い

場
所
に
な
れ
ば
、
学
級
集
団
へ
の
適
応
感
が
高
ま
る
だ

け
で
な
く
、
諸
々
の
活
動
に
主
体
的
に
取
り
組
む
意
欲

に
つ
な
が
り
ま
す
。
児
童
生
徒
が
所
属
す
る
学
級
集
団

を
い
ご
こ
ち
が
よ
い
と
感
じ
る
の
は
、

①
ト
ラ
ブ
ル
や
い
じ
め
な
ど
の
不
安
が
な
く
リ
ラ
ッ
ク

　

ス
で
き
て
い
る

②
自
分
が
級
友
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
、
考
え
方
や
感
情

　

が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
２
つ
が
満
た
さ
れ
た
と
き
で
す
。
①
の
視
点
を
得

点
化
し
た
も
の
が
「
被
侵
害
得
点
」、
②
を
得
点
化
し
た

も
の
が
「
承
認
得
点
」
で
す
。
こ
れ
を
座
標
軸
に
し
、
児

童
生
徒
を
次
の
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
理
解
し
ま
す
。

Ａ
学
級
生
活
満
足
群
…
承
認
得
点
が
高
く
、
被
侵
害
得

点
が
低
い
児
童
生
徒
。
学
級
内
に
自
分
の
居
場
所
を

も
ち
、
学
級
生
活
を
意
欲
的
に
送
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

Ｂ
非
承
認
群
…
承
認
得
点
と
被
侵
害
得
点
が
と
も
に
低

い
児
童
生
徒
。
不
適
応
感
や
い
じ
め
や
侵
害
行
為
を

受
け
て
い
る
可
能
性
は
低
い
が
、
学
級
内
で
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
自
主
的
に
活
動
す
る
気
持
ち

が
弱
い
。

Ｃ
侵
害
行
為
認
知
群
…
承
認
得
点
と
被
侵
害
得
点
が
と

も
に
高
い
児
童
生
徒
。
学
級
生
活
や
諸
々
の
活
動
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
物
事
に

対
し
て
、
過
敏
な
反
応
を
示
す
児
童
生
徒
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

Ｄ
学
級
生
活
不
満
足
群
…
承
認
得
点
が
低
く
、
被
侵
害

得
点
が
高
い
児
童
生
徒
。
い
じ
め
被
害
や
悪
ふ
ざ
け

堀
ほりぐち

口　哲
てつお

男
（一般財団法人　応用教育研究所）

一般財団法人　応用教育研究所

『Ｑ－Ｕ』・『hyper- ＱＵ』

▲ （図１） 学級満足度尺度の
　　　　　　　まとめ

侵害行為
　　　認知群

学級生活
　　　不満足群

学級生活
　　　満足群

非承認群

高

高 低

低

承認得点

被侵害
得点

要支援群
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を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
学
級
集
団
へ
の
適

応
感
は
低
く
、
不
登
校
に
至
る
可
能
性
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
、
要
支
援
群
の
児
童
生
徒

に
は
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

２ 

学
校
生
活
意
欲
尺
度

　

こ
の
尺
度
は
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
に
お
け
る
意

欲
や
充
実
感
を
測
定
す
る
も
の
で
す
。
測
定
す
る
領
域

は
、
中
学
・
高
校
用
が
、「
友
人
」「
学
習
」「
学
級
」「
教
師
」

「
進
路
」
の
５
つ
で
す
。
小
学
校
用
は
、「
友
人
」
「
学
習
」

「
学
級
」
の
３
つ
の
領
域
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
２

は
、
中
学
校
の
例
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

児
童
生
徒
が
、
先
に
説
明
し
た
学
級
満
足
度
尺
度
に

お
い
て
、
ど
の
群
に
属
し
て
い
る
か
や
、
意
欲
尺
度
の

結
果
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
達
が
ど
ん
な
気
持
ち

で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
具
体
的
な

対
応
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ⅱ
．
学
級
集
団
の
理
解

１　

共
通
言
語
と
し
て
の
Ｑ

－

Ｕ

　

学
級
集
団
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
が
存
在

し
、
ま
た
、
時
間
と
と
も
に
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
子
ど
も
と
教
師
と
の
関
係
、
児
童
生

徒
間
の
相
互
作
用
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
小

集
団
の
動
き
、
こ
れ
ら
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
集
団
の
雰
囲
気
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
級
集
団
の
見
取
り
は
、
主

に
先
生
の
観
察
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
視
点
は
そ
れ
ぞ
れ
の
先

生
に
よ
っ
て
異
な
り
、
同
じ
学
級
集
団
を
み

て
も
、
「
活
気
の
な
い
ク
ラ
ス
」
と
み
る
先

生
も
い
れ
ば
、
「
落
ち
着
き
の
あ
る
ク
ラ
ス
」

と
捉
え
る
先
生
も
い
ま
す
。

　

Ｑ

－

Ｕ
は
、
学
級
内
の
児
童
生
徒
全
員
の

結
果
を
座
標
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
現
在
の

学
級
集
団
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
を
示
唆
し

ま
す
。
Ｑ

－

Ｕ
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
先
生
方
の
見

取
り
の
方
向
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
統
一
感
の

あ
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
た

と
え
る
な
ら
ば
、
Ｑ

－

Ｕ
が
学
級
集
団
見
取
り
の
「
共

通
言
語
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２　

Ｑ

－

Ｕ
の
結
果
と
学
級
集
団
の
タ
イ
プ

　

Ｑ

－

Ｕ
が
想
定
し
て
い
る
学
級
集
団
の
タ
イ
プ
に
は
、

い
く
つ
か
の
典
型
が
あ
り
ま
す
。
図
３
は
、
そ
の
代
表

的
な
も
の
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

学
級
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
定
期
間
が
過
ぎ
た
段
階
（
学

級
の
方
向
性
が
あ
る
程
度
み
え
た
段
階
）
で
、
Ｑ

－

Ｕ

を
実
施
し
、
先
生
の
観
察
と
Ｑ

－

Ｕ
の
結
果
を
重
ね
合

わ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
学
級
の
状
態
を

把
握
し
て
、
対
応
策
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年

度
当
初
か
ら
、
右
上
に
集
ま
っ
た
集
団
（
親
和
的
な
学

級
集
団
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
れ
ば
、
先
生
方
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
う
い
う
学
級
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
や
横
に
伸
び
た
学
級
、
斜
め
に
伸
び
た
学
級
、
も
し

か
す
る
と
崩
壊
寸
前
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
応
じ
た
効
果
的
な
対
応
の
先
行
事

例
も
書
籍
や
研
究
報
告
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

う
い
っ
た
事
例
を
参
考
に
自
身
の
学
級
の
対
応
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
困
っ
て
い
る
先
生

方
へ
の
道
し
る
べ
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

若
い
先
生
方
に
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

際
に
も
、
Ｑ

－

Ｕ
の
結
果
は
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼ （図２） 学校生活意欲尺度の結果

右上に集まった分布の学級（親和的な学級）

全体的に承認得点が高くなっており、 学級内にルールが確立して

いる状態と考えられます。 児童生徒同士が互いの存在を認め合う

親和的な人間関係が築かれ、 主体的に活動することのできる学級と

いえます。

縦に伸びた分布の学級

児童生徒間で承認得点の差が大きくなっています。 学級内のルー

ルは確立しており、 一見、 静かで落ち着いた学級に見えますが、

児童生徒の意欲に大きな差が見られ， 人間関係も希薄な状態が考

えられます。

横に伸びた分布の学級
承認得点は全体的に高いのですが、 児童生徒たちの間で被侵害

得点の差が大きくなっています。 いじめ被害を受けている児童生徒

が存在している可能性があります。 学級内におけるルールが明確

になっておらず、 ルールの定着が低い状態が考えられます。

斜めに伸びた分布の学級
学級生活満足群から学級生活不満足群にかけて階層化している状

態です。 学級内でのルールの定着が低く、 人間関係も希薄な状

態と考えられます。孤立した児童生徒が学級不満足群にいる場合、

不登校になる可能性がありますので、 早急な対応が必要でしょう。

左下に集まった分布の学級
児童生徒の多くが学級生活不満足群にいる状態です。 学級がす

でに教育的環境になっておらず、 授業が成立しないことが多く、 陰

湿ないじめが発生しやすく、 学級集団を単位とした教育活動が成り

立たない状態が考えられます。

▲ （図３） 学級集団の分布状況における特徴


